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「日本ＴＲＩＺ協議会」設立にあたって 

                                         日本ＴＲＩＺ協議会    

代表   林  利弘（日立製作所） 

 

世界の激動と革新の進行の中で、日本の技術・産業界が生き残りを懸けてその活力の

一層の向上を図る必要が強く認識されています。そのために技術革新のより強力な思想・

技法・知識ベース・ツール・活動が必要です。これを担う大きな可能性をもったものとして、

創造的問題解決技法ＴＲＩＺが注目され、日本でも 1996 年以降導入・推進されてきました。

ＴＲＩＺの推進・普及が日本で新しく大きな波になりつつある現在、ＴＲＩＺの推進関係者が、

一年間の予備討議の結果大同団結して、去る 2005 年 2 月 1 日に「日本ＴＲＩＺ協議会」

を発足させました。 

 

「日本ＴＲＩＺ協議会」は今後、日本におけるＴＲＩＺの普及・推進およびそれに関連した

一連の活動を行い、日本および世界の技術革新と産業活性化を通じて、生活・文化の向

上に寄与していく所存です。今年度は、9 月 1 日～3 日に「第 1 回ＴＲＩＺシンポジウム」を

主催して、ＴＲＩＺ関連の発表・討論・交流の場を持ちます。また、1 年程度の準備期間の

後に、より明確な組織として「日本ＴＲＩＺ協会 (仮称)」を発足させたいと考えております。 

 

ここに「日本ＴＲＩＺ協議会」発足をお知らせし、関連の諸企業・諸団体、および有志の皆

さまのご支援をお願いする次第です。 



2005 年 3 月 24 日 

「日本ＴＲＩＺ協議会」設立の趣旨 

1. 日本におけるＴＲＩＺの普及・推進を図るための連携・協力組織とする。  

2. 日本におけるＴＲＩＺの普及・推進に関わっている各種の組織から、本会の趣

旨に賛同する個人が集まり協議体を構成して、協力して活動を行う。  

3. ＴＲＩＺ協議会の活動は、参加者の自発的な意志によるものであり、ＴＲＩＺ協

議会での決定が所属企業/団体などを直接に拘束するものではない。  

4. ＴＲＩＺ協議会はシンポジウムなどの公的な活動と交流の場の提供を行い、Ｔ

ＲＩＺに関心をもつ人々 (ユーザ、研究者、教育関係者、公益団体関係者、

ツール開発・提供者、出版関係者、コンサルタント、その他) からの参加を得

る。  

5. 初年度に、「第 1 回ＴＲＩＺシンポジウム」を主催する。  

なお、一年程度の準備期間を経て、産業界・学界・官界などからの法人参加

および個人参加を得、「日本ＴＲＩＺ協会 (仮称)」の設立を期する。 
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